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１．はじめに 

 
個別の観光地にとって，来訪する観光客数を増加さ

せるためには，新規マーケットを開拓することと，繰り

返し客を確保すること，の2つの方法がある． 
本研究では，訪日観光市場において繰り返し訪問を

いかに誘発していくかという問題意識を持っている．今

後の日本の観光市場における外国人観光客の重要性につ

いては改めて言うまでもないが，日本の三大市場である

韓国，台湾，中国のうち，中国は徐々に来訪者数が増加

してきているような新規マーケット開拓の段階である一

方，韓国と台湾は既に繰り返し客の確保に力点をおくべ

き段階に来ている．中国市場もいずれは繰り返し訪問を

促進する方策に転じる必要が出てくるものと考えられ，

中国の後に期待できる新規マーケットはほとんど想定で

きないことから，早晩日本の国際観光政策の軸足は繰り

返し訪問の促進に移ることが必定であろう． 
本研究では，この繰り返し訪問について，ある観光

地での経験からそれと隣接し，あるいは類似しているよ

うな観光地への興味が喚起され，実際の訪問に至るよう

なプロセスを考えてみたい．通常の繰り返し訪問は，あ

る観光地が非常に気に入ってその後も足繁く訪問するよ

うな形態のことであるが，発生頻度の低い国際観光では

余程国際的に認知のある観光地でないとこのような正の

スパイラルに乗ることはできないと考えられ，それ以外

の観光地の立場に立てば，有名観光地への来訪時にそれ

に関連する観光地の魅力を抱かせておき，将来の訪問に

期待するような戦略が望ましいのではないだろうか． 
本研究は，国際観光市場における繰り返し訪問メカ

ニズムに上記のような仮説が成立するのか，確認するこ

とを目的としている．分析の対象とする国際観光市場は，

台湾人と香港人の北海道旅行として，実際の観光旅行に

関わるアンケート調査を実施した． 

２. 本研究における繰り返し訪問メカニズム 

 
（１）既存研究の整理 
国際観光市場における繰り返し訪問の論点について

は清水が整理している1)．その中で，①選択される観光

地自体が不定であること，②再現期間が比較的長いこと，

③単一観光地を選択し続けることがないこと，が指摘さ

れている．繰り返し訪問メカニズムに関する既存研究で

は，選択対象となる目的地自体は固定的な取り扱いをし

ており，アンケート調査データを利用した因子分析やパ

ス解析により満足度や再訪意向に影響を与える要因を抽

出している2)．また，対象はクルーズ船への繰り返し利

用であるが，繰り返し客に注目すると集客数は効果的に

増やせるが消費単価は徐々に低下するといった興味深い

分析もある3)．  
 
（２）“尽くした感”と“周辺地域訪問欲求” 
本研究の課題設定では，もちろん上記の①の特性が

特に重要である．また，通常の消費財と比べて，“飽

き”の影響を的確に考慮する必要があるものと考えられ

る． 
そこで，前者の特性を間接的に考慮できる“周辺地

域訪問欲求”を考える．訪問客がある領域を有する観光

地を訪れた時に，その周辺地域に存在する観光地ないし

はスポットに関する情報（存在，評価，etc.）を入手し，

その時の観光地評価を参照しながら，周辺地域への訪問

欲求を高めるといった考え方である．もちろん，完全に

周辺地域である必要はなく，離れているが関連の深い地

域でも構わないし，その時訪れた地域も含めても良い． 
次に，飽きの影響については，観光地に存在する

（あるいは訪問客が認識している）スポットについて，

これ以上見るべきものはないと感じると，「もう十分に

見たからいいや」というような感情を表現すればよい．

すなわち，行き尽くしたり，見尽くしたりという度合い

を指標として考えたい．これを“尽くした感”と呼ぶ．

観光地の“尽くした感”が高まれば，新規に魅力的なス

ポットを提供するなどしてこれを低下させない限りは，

再度訪れる可能性は低くなるであろう． 
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図-1 繰り返し訪問の要因とその関係
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（３）メカニズムのモデルフレーム 
先の“周辺地域訪問欲求”と“尽くした感”に加え

て，訪問した観光地に対する“満足感”と“再訪欲求”

を考える．“尽くした感”については，訪問地のそれも

同時に考えられる． 
図-1はこれらの関係を示したものである．訪問時の旅

行経験が“満足感”と両方の“尽くした感”に影響を与

える．“満足感”が高くなれば，訪問地の“尽くした

感”が変化するが，「満足した，もう十分だ」と感じる

場合もあるし，「満足した，もっと満足するはずだ」と

感じる場合もあると考えられ，変化の方向は不明である．

訪問地の“尽くした感”と周辺地域の“尽くした感”に

ついては，訪問地と周辺地域の魅力が同じように決まっ

ていれば，訪問地の“尽くした感”が高まれば，周辺地

域の“尽くした感”も自動的に高まってしまう危険性が

高い．“再訪欲求”と“周辺地域訪問欲求”は“満足

感”とそれぞれの“尽くした感”から影響を受けるであ

ろう． 
 
３. 分析の概要と結果 
 
以下では，これらの要因を結ぶパスについて，パス

自体の有意性，正負の方向についてアンケート調査から

確認することにした2005年12月14日～18日に，新千歳空

港国際線チェックインカウンター周辺において，搭乗手

続きを待っている台湾人および香港人に対して，面接式

のアンケート調査を実施した．アンケート内容は，過去

の海外旅行経験，今回の旅行計画の決め方，今回の旅行

内容，今回の旅行の評価，ものごとの考え方，属性の6
つのパートに分かれている．各パートでの質問の詳細は，

必要に応じて該当する分析の部分で説明する．回答分量

が大変多く，全ての回答者には謝礼として景品を手渡し

ている． 
5日間で449票の回答を得た．しかし，途中で回答を

あきらめたケースが多く，分析に耐えうるサンプルは最

終的には288票であった． 
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図-2 分析結果のまとめ
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詳細は講演時に説明するが，詳細な分析の結果，図-1
の各パスの関係については図-2のように整理できた．細

い点線は，今回の調査では特定できなかった箇所であり，

太い実線は正の効果，太い破線は負の効果である．旅行

での満足感は訪問地の再訪欲求を高め，その結果，周辺

地域への訪問欲求を高めてくれる．一方，満足感が高け

れば，訪問地の尽くした感は減少する．訪問地の尽くし

た感が増加すれば，周辺地域の尽くした感も増加してし

まう傾向にある．各地域への尽くした感が増加すれば，

訪問欲求は低下してしまう． 
以上のことから，①広域連携によって，可能な訪問

先数を増やし，“尽くした感”を下げていくことが何よ

り重要であること，②訪問地の“尽くした感”が高くな

ると，周辺地域に訪れてくれる可能性が低くなる可能性

があること，が示唆されよう． 
 
５．おわりに 

 

本研究は，国際観光市場における繰り返し訪問メカ

ニズムのモデルフレームを示し，訪日観光市場を対象に，

アンケート調査からその妥当性を考察した．その結果，

国際観光市場における広域連携の重要性が示唆された．

このことは，どちらかというと狭い地域に観光客を誘致

しようとする現在のマーケティング活動自体が，国際観

光市場の枠組みでは効果的でない可能性が高いことを物

語っていよう． 
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